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市町村と民間企業・教育機関等
と共創し、大阪地域における「交
通・移動」の課題を解決すること
により、移動がスムーズなまち
づくりを目指す
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大阪府内の市町村様と交通問題に関するディスカッションを実施する中で、交通・移動に関する
共通的な課題として「交通渋滞」があげられます。

1.市町村様における交通課題認識

•国道や府道等の大規模幹線道路は『複数市町村にまたがる課題』であり、個別市町村での渋滞対策

では根本的解決か難しい状況である。

•商用車両や建築車両の通行量が多いのが原因と予測しているが、確証がなく有効な対策が打てない。

•交通状況の把握や交通総量の削減策等のソフト面での検討が十分にできていないため、道路拡張や

道路整備等のハード面の対策を講じるという後手後手の対応になっている。

•主要鉄道駅前や商業施設周辺にバス・タクシー・自家用車が多く乗り入れているため渋滞が発生する。

市町村様が抱える交通渋滞に関する課題

渋滞発生個所における実際の移動データをもとに曜日・時間帯別の交通状況や流出入経路を分析する

•分析結果をもとに渋滞原因を明確化することで、より効果的な対策の検討につなげる

•結果を「見える化」し関係市町村および地域住民等に対し提供することで、気づきを与え行動変容を促す

課題解決の方向性

実際の移動データとして『プローブデータ』を活用し
実証実験を通じてデータ分析・見える化の有効性を確認する

今回の取り組み
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渋滞問題が深刻であると思われる茨木市内「大阪高槻京都線（畑田～宇野辺）」に着目し、
OSPFの活動を通じて茨木市様にヒアリングを実施。茨木市様としても独自に調査等を実施して
対策を検討しているが解決に苦労されているとのことであったため、今回対象として選定しました。

2.実証実験の対象地域選定

・茨木ICでの乗り降り、中央環状線との連絡

・沿道に大型ショッピングモール等の商業施設

・交通量に比して車線数が少ない など

主な渋滞要因

畑田→上穂東町
平日夕方

西駅前→中穂積
平日夕方
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連携企業として住友電気工業株式会社様（以下「住友電工」と記載）にご協力いただき、住友
電工が保有するプローブデータを使用した『交通状況の見える化』を実証実験として実施しました。

3.実証実験の概要

通過台数分析
当該路線へ入った車両がどのように通過したか（もしくは流出したか）を集計することで、
渋滞の要因となりうる車両の動きを分析する。
最初から最後まで走行した（通過した）車両は迂回路の提案対象として考えられる。

①

項目 内容

対象車種 乗用車（ホンダ車）

対象年月 2021年6月1日～30日

集計単位（日種） 平日（月～金）、休日（土日）

集計単位（時間帯） 朝（6～8時台）、昼（11～13時台）、夕方（16～18時台）

対象エリア 茨木市（二次メッシュ数2：523514,523524）

源流・末流経路図の作成
当路線を走行した車両の源流・末流を把握して傾向を「見える化」する。
源流が多い方面から末流が多い方面への迂回路が検討対象として考えられる。

②

※プローブデータ：実際に走行している車両をセンサーとして得られたデータで、ホンダ車ではカーナビが定期的に位置情報を記録しており、
その位置情報とデジタル道路地図を照合しています。
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当路線の「南行」と「北行」の経路について、日種（平日／休日）、時間帯（朝／昼／夕方）
別にそれぞれ分析を行い、全12パターンの交通状況を整理しました。

当報告では「南行」「北行」それぞれの経路で、特徴的なポイントに絞って結果をご紹介します。

4.分析結果（源流・末流経路図）のイメージ

↑南行経路の分析結果

↓北行経路の分析結果
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日種・時間帯を問わず①当該路線を全区間走行する車両が一定数存在、②上穂東町交差点
を東進する車両が一定数存在、③西駅前交差点を西進する車両が多い、という傾向でした。

5.分析結果1-1：通過台数分析（南行）

日種

時間帯

方向

平日（月～金）

昼（11時台～13時台）

南行

①

②

③

上穂東町交差点を東進する車両
7.1%～12.9%

当該路線を全区間走行する車両
14.0%～19.6%

西駅前交差点を西進する車両
16.6%～33.3%
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16.6%～33.3%が
西駅前交差点を西進

エキスポロードから万博外周道路
⇒大阪中央環状線⇒新御堂筋
と流れており、大阪方面へ向かう
車両が利用していると推測される。

7.1%～12.9%が
上穂東町交差点を東進
アマゾンジャパンがあるほか、

川端通り⇒桜通りと流れており、
大阪中央環状線を利用する

車両が利用していると推測される

経路図で確認すると、以下のような状況が見られました。

5.分析結果1-2：源流・末流経路図（南行）

赤：源流追跡
青：末流追跡

②

14.0%～19.6%が全区間走行
当該区間上に目的がない場合
迂回路を提案できる可能性あり。

③

①
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日種・時間帯を問わず①当該路線を全区間走行する車両が多い、昼・夜は②松ヶ本町北～下
穂積１丁目の間で１時間以上停車した車両が多い、③当路線流入から北進した後に宇野辺
北から流出する車両が多い、という傾向でした。

6.分析結果2-1：通過台数分析（北行）

③

①

②

当該路線を全区間走行する車両
22.4%～54.8%

松ヶ本町北～下穂積１丁目の間で
１時間以上停車した車両

27.9%～40.9%

当路線流入後に宇野辺北から流出する
（用件を済ませて戻ってくる）車両

13.7%～20.3%
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6.分析結果2-2：源流・末流経路図（北行）

赤：源流追跡
青：末流追跡

22.4%～54.8%が全区間走行
当該区間上に目的がない場合
迂回路を提案できる可能性あり

27.9%～40.9%が1時間以上停車
イオンモール茨木等への流入が

多いことが推測される

13.7%～20.3%が起点から流出
JR茨木駅や万博公園方面への
通過割合が低いことから、

沿道などで短時間の停車で用件を済ませ
帰ってくるケースが多いと推測される。

日種を問わず昼間の経路図では、
府道14号（北側）から流入したのち
目的地を経由して当該リンクを北上する

（戻る）車両も多い。

経路図で確認すると、以下のような状況が見られました。

③
②

①

①
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7.現地調査（参考）

単にプローブデータの分析をするだけではなく、現地調査を合わせて実施することでさらに分析・検
討の精度を高めることが期待できます。

畑田→上穂東町

要因例１：大型車走行ルート
上穂東町交差点における
大型車の左折（所要時間大）

要因例２：道路構造
中穂積交差点北側のバス停
位置（後続車進行を阻害）

西駅前→宇野辺

要因例１：交通量飽和
中穂積、西駅前からの流入

要因例２：直進阻害
店舗等への入出庫
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8.実証実験の成果

今回の結果を茨木市様に確認いただいたところ、分析結果や渋滞原因についての新たな気づきが
得られたことや、より広域での分析を行うことでマクロな観点での検討へとつなげられる可能性につい
てのコメントをいただきました。

私たちは当該手法をさらに深堀・拡大することで、府内の渋滞解消に向けた効果的な取り組みを
幅広くご支援できると考えています。

当実証実験（プローブデータ分析結果の見える化）

分析エリアの拡大より詳細な分析の実施

マクロ観点での対策検討ミクロ観点での対策検討

経路分散（う回誘導）

時間分散（ピークシフト）

総量抑制（モダールシフト）

対策の方向性

案内板・HPへの表示
スマホアプリへの情報提供等

高需要ルートへの代替交通
有料道路割引・無料化等

周辺施設との連携等
（ポイント・クーポン提供等）

時間帯別運賃導入
ロードプライシング導入等

周回バス・シャトルバス整備
オンデマンド交通導入等

モビリティマネジメント拡大
公共交通利用の促進等

府内の渋滞解消に向けた
取り組みの検討案



「見える化」のその先へ

リアルな交通データを活用し
市町村、地域住民、事業者たちと
ともに交通課題の解消へ

当実証実験に興味を持たれた方は
ぜひお気軽にお声がけください！
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